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 わ く 芦 民  

  文 高い教養豊 う。 

 わ く 芦 民  

  自然 風物 愛 緑 花 う。 

 わ く 芦 民  

  青少 夢 希望 育 う。 

 わ く 芦 民  

  健 明 く幸福 く う。 

 わ く 芦 民  

  災害 害 い清潔 安全 う。   

 

 

 

芦 水 事業経営理念  

～芦 水 ョン等 抜粋～ 

 

民 対 安心 安全 持 あ 水 目指 豊 環境

配慮 快適 社会 創造 献 い 。 

開 水 事業 目指 情報 開 一層推 い 。 

 

  全体 奉 者 職務 全力 挙 組 。 

  経営改善 最少 経費 最大 効果 挙 。 

  自己研鑽 技術力 向 。 

 

 

 

 安心  来  
第 回水 間標語  



芦 水 事業管理者 権限 行う 長 あい  

 

成 「8 度水 事業 報 い 。 

 水 事業 長 く 報 行

私 業務 録 確

水 事業 容 民並び 水 事業企業

体 皆 広く 報告 理解い う

今 度 作成 再開い 。 

 水 事業 巻く環境 人 減少社会 到来

節水機器 及 水 蛇 使

用水 成 1「 度 ク 減少 転 成 45

ク時 約 「5％減少 見込 。 伴い水 事業 益

減少 水 事業 経営状況 厳 く 。 一方 水

管路 法定耐用 数 40 あ 昭和 」0 高度成長期 整備

施設 更新 い 水 管路 経 率 老朽 昇傾向 あ

。 

 う 状況 背 成 「8 度 国 4」 号 老朽管路 改修

あ 最新 技術革新 耐震性及び耐久性 優 100 耐用 ＧＸ

形 ク イ 鋳鉄管 設 原則 事 。 第 中区

配水 耐震 事業 着手い 。 将来計画 見直 安定

的 経営 実現 芦 水 ョン 見直 芦 経営

戦略 策定 着手 。人 育成 技術研修 充実

図 的資格 得 確 技術力 安心 安全

い い水 供給 持 い 。 

水 事業 私 水 業務 広く周知 多方面 意見 賜

改善 加え いく資料 考え 。忌憚 い 意見 指

賜 今後 水 事業経営 展 活 い 。 う く

願い申 。 

 

 成 「9 10  

 
芦 長 
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  水 事業管理者 長 水 部長 

水 事業管理者 長 及び水 部 昇格 昭和 」4 水 部長変遷 表 1

及び表 「 あ 。 

 

表 1 歴代水道事業管理者 市長  

水 事業 
管理者 長  

就任  
西暦  

任  
(西暦週 

大利 右衛門 
昭和 1【 1  

1941普01  
昭和 「0 1  

1945普01  

長岡 喜十郎 
昭和 「0 「  

1945普0「  
昭和 「1 1「  

194【普1「  

杉岡 藤右衛門 
昭和 「「 4  

194】普05  
昭和 「」 8  

1948普08  

猿丸 衛門 
昭和 「」 10  

1948普10  
昭和 「】 9  

195「普9  

海   清 
昭和 「】 9  

195「普9  
昭和 」9 9  

19【4普9  

渡辺  万 郎 
昭和 」9 9  

19【4普9  
昭和 50 」  

19】5普」  

永  精一郎 
昭和 50 4  

19】5普4  
昭和 【「 4  

198】普4  

山    
昭和 【「 4  

198】普4  
成 」 4  
1991普4  

  春  
成 」 4  
1991普4  

成 15 【  
「00」普【  

山中   健 
成 15 【  
「00【普【  

成   
    

 

表 「 歴代水道部長 

水 部長 就任  任  

木  信忠 昭和 」4  4  昭和 4」 11  

堀 義春 昭和 4」 1「  昭和 4】  4  

山崎 郎 昭和 4】  4  昭和 48  」  

柴谷 一郎 昭和 48  4  昭和 55  」  

勝  治 昭和 55  4  昭和 58  」  

豊田 幾雄 昭和 58  4  昭和 【「  【  

長谷川 節男 昭和 【」  】  成 「 11  

竹  矩 成 「 1「  成 【  」  

溝田 亘 成 【  4  成 10  」  

久  奎吾 成 10  4  成 15  」  

林 一  成 15  4  成 1】  」  

 政春 成 1】  4  成 「1  」  

安田 孝 成 「1  4  成 「5  」  

青田 悟朗 成 「5  4  成 「8  」  

田 晴人 成 「8  4  成    

      ※ 成 度 組 変更 水 部長 

-「-



職員数 推移

－19 －「0 －「1 －「「 －「」 －「4 －「5 －「【 －「】 －「8
管理職 9 10 】 8 8 】 】 【 【 4
事務 】 】 9 10 11 9 9 9 8 8
技術 【 5 】 10 10 1「 「】 「】 「】 「5
技能 15 1【 15 14 1【 14 0 0 0 0
計 」】 」8 」8 4「 45 4「 4」 4「 41 」】

※管理職 課長級 　　※ 成「5 度 技能職 技術職 水 転任
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 事務分掌 

 

水 管理課 

(1週 事業計画 策定及び総 調整 関 。 

(「週 組 及び職制 関 。 

(」週 文書 印及び統計 関 。 

(4週 議会並び 告式及び 関 。 

(5週 条例 管理規程等 制定及び改廃 手 並び 指 関 。 

(【週 事務管理 関 。 

(】週 職員 人事 給 研修 福利厚生及び 務災害補償 関 。 

(8週 職員 労働組 関 。 

(9週 広報 伝 関 。 

(10週 聴 情報 集 関 。 

(11週 益社団法人日 水 協会 関 。 

(1「週 政計画及び資金計画 関 。 

(1」週 予算 決算及び 務諸表 作成 関 。 

(14週 原価計算 経営分析及び料金制度 関 。 

(15週 企業債及び一時借入金 関 。 

(1【週 現金 価証券 運用及び出納保管 関 。 

(1】週 金融機関 関 。 

(18週 事 入 及び契約 関 。 

(19週 動産 得 管理及び処分 関 。 

(「0週 事用器資 物品 調 出納保管 棚卸及び 用品処分 関

。 

(「1週 車両管理 総括 関 。 

(「「週 務及び経営 関 。 

(「」週 所管 属 い業務 所管 決定 関 。 
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(「4週 阪神水 企業団 関 。 

(「5週 課 務 関 。 

 

 

水 業務課 

(1週 開閉栓 執行 関 。 

(「週 水器 替え等 出入力 関 。 

(」週 使用水 計 及び 定 関 。 

(4週 給水装置 新設 増設等諸 事 申請 理及び許 関 。 

(5週 給水管分岐 事等 施 関 。 

(【週 給水装置 事 設計 関 。 

(】週 給水装置 事 検査及び 則 事 締 並び 処理 関

。 

(8週 給水装置 事施行基準 制定及び改廃 関 。 

(9週 芦 指定給水装置 事事業者 録 関 。 

(10週 給水装置 帳 保管 関 。 

(11週 給水装置管理 指 関 。 

(1「週 貯水槽水 管理指 及び情報提供 関 。 

(1」週 水器 維持管理及び散水栓統 関 。 

(14週 集中検針装置 維持管理 伴う指 関 。 

(15週 給水 関 。 

(1【週 水 料金等 調定 納 確 還付 充当 清算及び滞納徴 並び

事務 整理 関 。 

(1】週 水 使用 締 及び処分 関 。 

(18週 水 使用 関 申請及び契約 関 。 

(19週 水 使用状況 調査及び統計 資料 関 。 

(「0週 水 使用 関 。 

-5-



(「1週 ４A機器等 調整 関 。 

(「「週 委 業者 管理 関 。 

(「」週 課 務 関 。 

 

水 務課 

ア 施設  

(1週 水源開 関 。 

(「週 水 事業 計画 調整及び 申請 関 。 

(」週 拡張 事 計画 設計及び施行 関 。 

(4週 配水管及び配水補 管 配水管等 いう。 整備 計画並

び 管理 総括 関 。 

(5週 配水管等 新設 改良 移設等諸 事 計画及び協議 関 。 

(【週 配水管等 諸 事 設計及び施行 関 。 

(】週 請 施 事 区域 断水 排水及び 伴う通知並び 応

急給水 関 。 

(8週 配水管等 帳整備及び保管 関 。 

(9週 浄水施設 新設及び改良 計画 設計及び 事施 関 。 

(10週 災害復旧 関 。 

(11週 課 務 関 。 

 

イ 維持  

(1週 配水管等 配水管等 附属装置及び給水装置 維持管理 関 。 

(「週 漏水 故障修 等 施 関 。 

(」週 出水 良 異常水質 調査及び応急対策 関 。 

(4週 応急給水 関 。 

(5週 所管 事 精算及び集計 関 。 

(【週 修 付 関 。 

-【-



(】週 水 諸施設 維持管理業務 関 。 

(8週 配水管等 水 調査及び配水 調整 関 。 

(9週 配水管等 漏水防 出水 良及び異常水質 調査 関 。 

(10週 路関連 事 協議 立会い 施 及び事故防 指 関 。 

(11週 給水車両 管理 関 。 

 

ウ 浄水  

(1週 水 水源管理及び集水地帯 保全 関 。 

(「週 水 浄水及び 配水 関 。 

(」週 水 水 貯水 浄水 配水等諸施設 維持管理 関 。 

(4週 水質検査 関 。 

(5週 応急 水 関 。 

(【週 浄水場 維持管理 関 。 

(】週 浄水 関 。 

-】-



事務職 人　技術職 人　計 人

単 　人

水 管理課課長 経営管理担当主査 事務 扱 行う。

4   技術資格保 状況

技術士 水 部門

技術士 建設部門

測 士

測 士補

級土木施 管理技士

級造園施 管理技士

級土木施 管理技士

」    職員配置状況

　施設担当

　維持

　施設担当

部長 課長　　　 計

国

国

給水装置 事主任技術者

水 施設管理技士 浄水 級

資　　格

1

国

1

人　　数

水 業務課
　課　　長

部長

1

部
　　　　　　　職種
 担当

　経営管理担当

　経理担当

　業務

課

水 管理課
　課　　長

事　　務

　料金担当

　施設

　管理

水 務課
　課　　長

　

1

技　　術 計

」

」 5

」

1

8

5

1

8

【

」」

　浄水 】 】

「5

【

5

1

1

1

1

　　定

国

社 日 水 協会

国

国

国 1

国 1

「

1

「

」

」
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成「8
4 1日現

成「8
4 1日現

通算経験 数 水 経験

部　長 水 部長 部長 」「 0 00  0

水 管理課 10 異動 現課長 「「 0 00  0

水 管理課 10 異動 前課長 「「 0 08 1「

水 管理課 経理担当 主査 1【 0 00 1「

水 管理課 管理 長 10 0 01 1「

水 管理課 管理 主事 】 0 04 1「

水 管理課 管理 主事補 1 0 00 1「

水 業務課 業務 主任 」0 11 」0 1「

水 業務課 業務課 課付 」0 11 0】 1「

水 業務課 業務課長 課長 「9 0 1「 1「

水 業務課 業務課主査 主査 「1 0 04 1「

水 業務課 業務 長 1【 0 0」 1「

水 業務課 業務 技師 】 0 04 1「

水 業務課 業務 技師 】 0 0【 1「

水 業務課 業務 主事 」 0 0「 1「

水 務課 浄水 主席主任 」【 10 」「 1「

水 務課 浄水 主任 」【 10 」【 10

水 務課 浄水 主任 」【 10 」【 10

水 務課 浄水 主席 長 」5 5 」5 0【

水 務課 維持 主任 」4 10 0】 1「

水 務課 浄水 主任 」4 10 」4 10

水 務課 浄水 主任 」4 」 」0 1「

水 務課 浄水 主任 」4 0 」1 10

水 務課 務課長 課長 」「 0 「4 1「

水 務課 維持 主任 」0 11 04 1「

水 務課 維持 主任 「5 0 04 1「

水 務課 施設 長 「1 0 11 1「

水 務課 維持 長 「0 0 0【 1「

水 務課 施設 主査 1】 0 00 1「

水 務課 施設 主査 【 0 05 1「

水 務課 施設 技師 5 0 04 1「

水 務課 施設 技師 5 0 01 1「

水 務課 施設 技師 」 0 0「 1「

水 務課 施設 技師補 「 0 01 1「

4 1日現 4 1日現

経験 数 水 経験

水 業務課 業務 主任 45 0 」」 1「

水 業務課 業務 主任 4「 0 」0 1「

水 務課 維持 主任 」】 11 」」 1「

水 務課 維持 主任 4「 9 4「 10

　職員名簿

役職名担当課　名

　 規職員

　 再任用職員

課　名 担当 役職名

-9-



度

延職員

職員
数×

時間外勤務手当

特 勤務手当

害物 雨
中 手 当 等

期 勤勉手当

一 時 金
手 当 計

人 人

事務職員 9 108 」8,4」1,」88 1,5】0,】」」 5,400 1」,】14,940 4,9「5,1】「 「0,「1【,「45 58,【4】,【」」 54」,0」4 41 18 

技術職員 「8 」」【 1」0,8」9,8【0 「「,【】」,5「】 「,「4「,0「0 48,498,「「0 14,889,808 88,」0」,5】5 「19,14」,4」5 【5「,「1」 48 「5 

全 職 員 」】 444 1【9,「】1,「48 「4,「44,「【0 「,「4】,4「0 【「,「1」,1【0 19,814,980 108,519,8「0 「】】,】91,0【8 【「5,【5【 4【 「」 

注 　基　 　給　＝　給　　料　 　扶養手当　 　地域手当

　　　　 手当　＝　 居手当　 　管理職手当　 　通勤手当　 　管理職員特別勤務手当　 　児童手当

注 　 　 　＝　 均 　×　

事務職員

技術職員

全 職 員

【5「,「1」

【「5,【5【

　　均　　 　　

【,51【,404

】,8「【,551

】,50】,8【】

　　均　　 　　

54」,0」4

 

均

齢

均

勤

数

職 種 別 基 給

職 員 数 手 当 等

計

均

  給 支給状況
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第   水 事業 概要 

  





号 日 西暦 芦 市水道 業主要 項 その他水道関連 項 市史参考 項

成
淀川水系 建設中
余 川 大戸川
厚生労働省　 地域水道ビ を公表

水道料金値上 可決
引 上 率 ％可決

大阪市水道局 水道 P第 号

成
阪神水道企業団

　奥谷 奥山連絡施設施整備工 着手

奥山計装設備更新に 供用開始

成 水道料金改定 ％

芦 の水 ボ 水の製造を開始
水道施設整備計 ～ を運用開始

の 兵庫国体開催 ～
阪神水道企業団

奥谷 奥山連絡施設整備工 完成

阪神水道企業団
創立 周 記念式典

運転開始 施設能力 m
日× 基

成 市民マ 条例制定
日吉 建設 業終了 市立芦 高校廃校
阪神水道企業団 構成 市に 経営問題

研究会 の最終報告 示さ

成
災害時に 水道施設の応急復旧に関

協定書 　 株式会社光明製作所 応急給
水資器材材及び仮設配管材等

第 代市長　山中　健　就任
阪神水道企業団甲山調整 運用開始

精道 学校新校舎完成
高 川配水区整備 業に着手

成 成

奥谷 奥山連絡施設の運用及び維持管理
に関 協定書 の締結 阪神水道企業団

阪神芦 駅 ア

水道通水 周

厚生労働省 水安全計 ガイ イ を通
厚生労働省 水道ビ 改定版 を公表

成

奥谷 奥山連絡施設の取 扱いに関 覚
書 阪神水道企業団

成
芦 病院新体制
新消防庁舎 業務開始

日本水道協会 水道施設耐震工法指 改
厚生労働省 水道 業に アセ マネ

の手引 を公表

第 回芦 市水道 業経営審査会開催
第 回芦 市水道 業経営審査会開催
第 回芦 市水道 業経営審査会開催
第 回芦 市水道 業経営審査会開催

成

　沿革

水質検査の共同 に関 覚書 を締結
神戸市 芦 市 西宮市 尼崎市 阪神水道
企業団に 共同 体制の確立

水道 周 業 市立 中学校直結給水
業

第 　水 事業 概要

阪神水道 構成 市に 分賦基本料の
見直 さ

阪神水道企業団
定例会に い 第 期拡張 業に係 繰 出

につい の一部改 。
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号 日 西暦 芦 市水道 業主要 項 その他水道関連 項 市史参考 項

成

芦 市水道ビ 策定
阪神水道企業団 の分賦基本水

 日  日に減

水道施設の災害時に伴う応援協定 の締
結 ㈱ ｪオ ア ェネ

渇水時の節水対策に伴う応援協定 の締
結 ㈱ ェオ ア ェネ

阪神水道企業団の新尼崎浄水場Ⅱ期工
完成

成
山手幹線全線開通
芦 市制施行 周 記念式典

第 回指定給水装置工 業者研修会開催
阪神 市 給水装置協議会主催

成 東日本大震災発災
兵庫県阪神 ロ ク 宮城県塩 市へ

第 次派遣 人

成
東日本大震災　岩手県盛岡市第 次派遣

～ 以降
東日本大震災　岩手県陸前高田市派遣終

了
阪神水道企業団 の分賦基本水

 日  日に減

第 代市長　山中　健　就任

成

第 期拡張 業認可 出
給水人口変更 人 日最大給水

 
成

給水管分岐工 施工方法の改定 市施工
給水装置工 業者施工に改定

成 第 回芦 市水道 業経営審議会
第 回芦 市水道 業経営審議会

成
要支援世帯の早期把握の協力に関 協

定 の締結
水道 検 方法の改 自動検 及

び集中検診を一般検 に改
第 回芦 市水道 業経営審議会
第 回芦 市水道 業経営審議会
第 回芦 市水道 業経営審議会

第 回芦 市水道 業経営審議会
芦 市水道経営のあ 方 意見書

第 回指定給水装置工 業者研修会開催
阪神 市 給水装置協議会主催

成

神戸市及び芦 市に 水道 業の技
術連携に関 協定書 の締結 神戸市水道
局 に 緊急連絡管等の災害情報の共

訓練 浄水技術の技術支援 研修に
連携等

ク イ 鋳鉄管 X型φ ～ を材料
選定員会に 採用決定

成 芦 市水道ビ 改定
芦 市水道 業状況説明会開催

成

厚生労働省 芦 健康福祉 務所 立入検
査 文書 口頭 助言

災害応援協定に 兵庫県支部阪神 ロ
ク 丹波市応援給水派遣 ～最終 日

厚生労働省　 地域水道ビ を廃
水道 業ビ を公表

厚生労働省　 新水道ビ を策定
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号 日 西暦 芦 市水道 業主要 項 その他水道関連 項 市史参考 項

成 水道施設地 情報 テ の 入
第 代市長　山中　健　就任

自動検 廃 一般検 に移行
市庁舎東館完成

水道の執務室を分庁舎 東館に移転

水道 客様セ 開設

成
阪神地域の水供給の最適 研究会第 回

会議を開催
イ の新規採

用につい 材料選定員会に 決定
水道 業の広域連携の推進につい 厚

生労働省 通知

芦 市水道 業状況説明会開催

成
阪神水道企業団 その構成 市に い 阪

神地区の水供給の最適 研究会 の協定書
の締結

奥山 奥 中央監視装置の更新

成
交付金 業に 第 中区配水 耐震

業に着手

送水 配水の イ 管 減圧弁設置

熊本地震発生
日本水道協会兵庫県支部派遣

芦 市 外広告物条例の施行

神戸市東灘区深 本 芦 市 田
の緊急連絡管設置及び運用に関 協定
書 の締結 神戸市水道局

水質検査共同 に関 協定書 の締結
水質の共同 者間に 業務の範 を
定期 臨時の調査研究を追加。

芦 市水道 業状況説明会開催
本庁舎内装工 に伴う執務場所の変更完了

成

芦 市議会への補 予算案の追加

成

第 回芦 市水道 業経営審議会開催

阪神水道企業団創立 周 記念情報交換
会開催

第 回芦 市水道 業経営審議会開催
官民共同研究報告会 芦 ビ 完成

第 回芦 市水道 業経営審議会開催

成

阪神地域の水供給の最適 研究会第 回会
議を開催

宝塚市 阪神水道企業団に加入 供用を開
始。
宝塚市加入に伴い 阪神水道企業団 の

分賦基本水  日  日
に減

阪神地域の水供給の最適 研究会第 回会
議を開催

阪神地域の水供給の最適 研究会第 回会
議を開催

阪神地域の水供給の最適 研究会第 回会
議を開催

阪神地域の水供給の最適 研究会中間報
告の開催
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人 給水人 給水戸数
人 人 戸

15 」9,1」】 4,【」5
1【 5,104
1】 5,80【
18 5,59】
19 5,【89
「0 」1,098 5,【9【
「1
「「 」】,0」」
「」
「4
「5 44,【1】 」5,90」 【,】「4 80普4】財
「【 4【,984 41,4「」 】,」「5 88普1【財
「】 49,」「8 4」,「81 】,855 8】普】4財
「8 50,【】5 45,18「 8,「00 89普1【財
「9 54,【」5 4】,「【5 8,5】8 8【普51財
」0 5「,409 4】,【【」 8,【【【 90普94財
」1 5」,4」【 50,14】 9,118 9」普84財
」「 5」,」【】 50,【】1 9,8【1 94普95財
」」 5」,「09 5「,0【8 10,409 9】普8【財
」4 54,499 50,085 11,844 91普90財
」5 5】,【99 5」,「【5 1」,「1【 9「普」「財
」【 58,919 54,1】」 1」,509 91普94財
」】 【0,」99 55,】「5 1」,9」1 9「普「【財
」8 【1,【0】 5【,800 14,「00 9「普「0財
」9 【「,490 59,」4「 14,8」【 94普9【財
40 【」,」」】 【1,】」9 15,4」5 9】普48財
41 【」,85【 【」,00】 1】,188 98普【】財
4「 【4,」「9 【」,480 1【,941 98普【8財
4」 【5,」0】 【4,458 1】,9】4 98普】0財
44 【】,8」4 【【,985 18,841 98普】5財
45 【9,】」」 【8,【「0 19,】】5 98普40財
4【 】1,】】9 】0,】9「 「0,4【5 98普【「財
4】 】「,1】】 】1,59【 「0,954 99普「0財
48 】」,414 】「,】45 「1,4「8 99普09財
49 】」,90「 】」,「89 「1,「「8 99普1】財
50 】4,1」8 】」,4【4 「【,「」5 99普09財
51 】」,8】】 】」,184 「5,9【【 99普0【財
5「 】」,」【「 】「,589 「5,9【】 98普95財
5」 】」,849 】」,045 「【,008 98普91財
54 】8,「01 】】,」05 「】,595 98普85財
55 80,」「【 】9,」4】 「8,【】】 98普】8財
5【 80,8【5 】9,】98 「8,818 98普【8財
5】 8」,09「 81,98】 「9,41】 98普【】財

水 及率

　 人 及び給水人 推移

度

昭和

-14-



人 給水人 給水戸数
人 人 戸

水 及率度

58 84,15」 8「,985 「9,899 98普【1財
59 85,」】8 84,1【9 」0,44」 98普58財
【0 85,】00 85,490 」1,1】5 99普】5財
【1 8【,501 8【,「91 」1,4【0 99普】【財
【「 8】,114 8【,904 」「,01】 99普】【財
【」 8】」54 8】」「4 」1」【「 99普9】財
元 8】,「【】 8】,054 」1,89【 99普】【財
「 8】,「40 8】,0「】 」「,48「 99普】【財
」 8】,40【 8【,8」」 」「,】51 99普」4財
4 8【,85」 8【,【40 」」,「55 99普】5財
5 8【,」41 8【,「1」 」」,」88 99普85財
【 81,9「5 81,80」 」「,089 99普85財
】 】4,091 】」,9】9 「8,【04 99普85財
8 】4,4「」 】4,」1】 「9,1「9 99普8【財
9 】5,010 】4,89【 「9,88【 99普85財
10 】【,】8【 】【,【】0 」1,1【「 99普85財
11 】8,5【「 】8,45」 」「,「80 99普8【財
1「 84,」9「 84,「81 」4,415 99普8】財
1」 8【,40【 8【,」0「 」5,5【1 99普88財
14 88,」】「 88,「】0 」【,】「0 99普88財
15 89,【10 89,501 」】,4】「 99普88財
1【 89,9【1 89,9【1 」】,89】 100普00財
1】 90,】「1 90,】「1 」】,945 100普00財
18 91,5【】 91,5【】 」8,】1】 100普00財
19 9「,」8「 9「,」8「 」9,「【4 100普00財
「0 9」,09【 9」,09【 」9,80【 100普00財
「1 9」,155 9」,155 」9,9【8 100普00財
「「 9」,「45 9」,「45 」9,555 100普00財
「」 9」,】81 9」,】81 40,「【1 100普00財
「4 94,105 94,105 40,「5】 100普00財
「5 94,「44 94,「44 40,5】9 100普00財
「【 94,」」5 94,」」5 40,】9】 100普00財
「】 94,90」 94,90」 41,】】「 100普00財
「8 94,4】4 94,4】4 41,】】0 100普00財

※ 人 民基 帳 基 成 度 降 い 外国人 録人 含 。

※昭和 ～ 給水戸数 予算書参照

※昭和 ～ 人 芦 統計書参照

　昭和 　第 回国政調査

　昭和 　人 調査

　昭和 　第 回国政調査

※空欄 無

成

昭和
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　水 施設 概要
主 施設 概要

区分 概　　　　要 備　考

効貯水  」4【,000m
」

堤　高 「」普4m
堤　長 18【m
構　造 ｽ ﾛ ｸﾌｨ

芦 川
水 ７（造　1普5m×1普5m×1
砂 ７（造　 効容 　80普0m

」

1普【m×1「m×1普」5～「普8m 「
奥山貯水

斜樋 水 φ「50×」 φ400×1 奥山系 兼用
椿谷 水場
水井 ７（造　5普0m×5普0m×「普【m 1
砂 ７（造　【普0m×「5普1m×」普4m 1

谷 水場
水井 ７（造　8普0m×「0普0m 1
砂 ７（造　【普0m×」0普0m×」普0m 1
水路
芦 川 水 ～奥山浄水場

水路
奥山貯水 ～芦 川 水

水管
奥山貯水 ～奥 浄水場

７（造　」5m
」

　「普5m×】普0m×「普0m 1
滞留時間　5普9分

７（造　「,800m
」

　「0m×「」普4m×」普0m 「
滞留時間　】普9時間
７（造　1】普0m×「】普4m 4

過面積　4【5普8㎡
過 度　【普0m景日

次亜塩素酸 ｳ 注入ポンプ
0普」8１景分×「

７（造　5」5m
」

滞留時間　90分
　9普45m×9普45m×」普0m 「

７（造　5普】m
」

　1普「m×1普9m×「普5m 1
滞留時間　4普8分

７（造　1普9m
」

　1普「m×1普9m×1普「9m 1
滞留時間　1普【分
攪拌機　0普】5ずW×1

７（造　「「普5m
」

　「普5m×「普5m×1普8m 「槽
滞留時間　」】普9分

攪拌機　0普4ずW×4

７（造　」1普9m
」

　「普5m×】普「m×1普】】m 「
滞留時間　5」普8分
傾斜 　「段×4列
　　　　間隔100㎜ 角度【0ま
鋼 製φ「普8【m×5普0m×」基

過面積　【普4㎡景基
過 度　1」【m景日

急 過

ロック形成

薬品 澱

水
施
設

浄
水
施
設

貯
水
施
設

　　奥山貯水

浄水

奥
山
系

水
施
設

過

施　設　名　称

奥 系

薬品注入設備

通 澱

着水井

奥

系

奥
山
系

着水井

急 撹拌

奥
山
系

φ500㎜及び0普5m×0普5m×545m

φ400㎜×「,8】1m

（．５ φ「00㎜×190m

奥

系

-1【-



区分 概　　　　要 備　考施　設　名　称

７（造　【8普0m
」

滞留時間　5】普」分
　「普」5m×」普4m×4普0m 「

排水 ７（造　1」8普0m
」

1
次亜塩素酸 ｳ 注入設備
ﾎ 塩 ｳ 注入設備

灰注入設備
最高区 水ポンプ ７（造　延床面積104㎡　1棟

水ポンプ 1普0m
」
景分×54m×18普5ずW×「

ポンプ井 ７（造　 効容 　54普0m
」

4普0m×5普】5m×「普5m 1
朝日ヶ丘 水ポンプ場 ７（造　床面積 18普5㎡ 1棟

水ポンプ 0普】9m
」
景分×1「【m×」0ずW×「

ポンプ井 ７（造　 効容 　1「0普0m
」

φ5普9m×4普【m 1
奥 浄水場 水ポンプ ７（造　地 式　1棟

水ポンプ 1普」m
」
景分×】1m×」0ずW×「

ポンプ井 浄水 兼用
第 区中 ポンプ場 ７（造　床面積 「】普8㎡　1棟

水ポンプ 0普41m
」
景分×】9m×11ずW×「

ポンプ井 ７（造　 効容 　「4普0m
」

5普4m×4普4m×1普0m 1
第 区中 ポンプ場 ７（造　床面積  9普」㎡　1棟

水ポンプ 0普14m
」
景分×5】m×」普】ずW×「

ポンプ井 ７（造　 効容 　1「普0m
」

　「普0m×」普0m×「普0m 1

５（造　 効容  450m
」

　φ1「普0×4普0m 1

５（造　 効容  「,500m
」

　φ「「×【普】m 1

７（造　 効容  80m
」

　φ5普5m×」普4m 1

８：８造　 効容  【00m
」

　【普0m×1】普0m×」普0m 「

７（造　 効容  】0m
」

　φ5普5m×」普0m 1

７（造　 効容  1,500m
」

1「普4m×1「普4m×5普0m 1

７（造　 効容  1,000m
」

10普0m×「5普0m×4普0m 1

計 効容  　「,500m
」

５（造　 効容  「,500m
」

　φ「0普0m×8普0m 1

５（造　 効容  】,000m
」

　φ」8普0m×【普「m 1

７（造　 効容  1」0m
」

　5普0m×5普0m×「普【m 「

７（造　 効容  400m
」

　】普0m×11普5m×「普5m 「

７（造　 効容  584m
」

　】普」m×10普0m×4普0m 「

５（造　 効容  185m
」

　φ9普4m×「普】m 1

奥

系

浄
水
施
設

薬品注入設備

浄水

配
水
施
設

水
施
設

最高区配水

高区配水

麓荘高区配水

岩園調整

麓
荘
系

奥
山
系

奥

系

麓
荘
系

奥
山
系

落 橋調整

阪
水
系

第 中区配水

第 中区配水

区配水

奥

系

第 区配水

第 区配水

第 区配水

第 区配水

-1】-



　 浄水処理施設 概要

■奥山浄水場 過
処理能力 , ｍ 日

予備

■奥 浄水場 急 過
処理能力 , ｍ

」
日

次亜塩素酸
ウ

次亜塩素酸
ウ次亜塩素酸 ウ

ポ 塩 ア ウ

苛性ソ

　
形
成

ロ
ッ
ク

急

過

池

送

水

ポ

プ

奥 山 貯 水 池

奥

山

貯

水

池

着

水

井

混

和

池

凝

集

澱

池

着

水

井

集

合

井

浄

水

池

芦

川
表
流
水

砂

池

接

合

井

至 奥池地区

過

池

高

区

配

水

池

普

通

澱

池

阪 水 集 合 井

最
高
区
配
水
池

送

水

ポ

プ

第

工
区
配
水
池

浄

水

池

-18-



 

表 3 1 奥池系 奥池浄水場施設諸元 

奥 系　奥 浄水場

芦 奥池

芦 奥池

m「

創設時 更新時 成1「 」

創設時 更新時 成1「 4

創設時 更新時 株 熊谷組

原 水 奥山貯水池 湖水

処理方式 薬品 澱 急 過

処理能力 1,】10m」/

処理フ

建築施設 事務室 兼監視室 ７（造 建 延床面積

送水ポ プ室 ７（造 地 延床面積

薬品注入棟 ７（造 建 延床面積40.【m「

地 番

敷地面積

用途地域

施工業者

完 工

供用開始

施
設
概
要

所 在 地

急

撹
拌

浄
水

着
水
井

　
　
　
形
成

　

ロ

ッ

薬
品

澱
池

急

過
機

奥
山
貯
水
池

　
　
　
配
水
池

　
第

工
区

送
水

ン

室

排水池 水道放流

澱汚泥 過洗浄水

◆ 灰
◆ＰＡＣ
◆ 亜塩素 ◆ 亜塩素

 

表 3 2 奥池系 第 3 工区配水池施設諸元 

奥池系　第 工区配水池

芦 奥池 」」

芦 奥池 1-1「0【 1「「0

1,550m「

昭和4】 1「 。昭和【0 4 簡易水道 統合週

配 水 区 奥池配水区域 第 工区系

配水域標高 +4「」.5～+514.0m

給 水 量 1,1」0m
」
/

送 水 量 580m
」
/

池構造形式 ７（造 半地 式

池 数 池

池形状寸法 幅】.0mェ長10.0mェ水深4.0m

池 効容量 584m
」

Ｈ Ｌ +5」1.】5m

Ｌ Ｌ +5「】.】5m

付属施設

機能概要 第「工区配水池 送水さ た 水 一 貯留 自

然流 奥池 奥池 へ 配水 第

及び 工区配水系統へ 送水 行う

所 在 地

地 番

敷地面積

用途地域

完 工

供用開始

施工業者

施
設
概
要
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表 3 3 奥池系 第 2 工区配水池施設諸元 

奥池系　第 工区配水池

芦 奥池 44

芦 奥池 1-1【00

【【9m「

昭和44 1「 。昭和【0 4 簡易水道 統合週

配 水 区 奥池配水区域 第 工区系

配水域標高 +5」「.0～+55「.0m

給 水 量 」」0m」/

送 水 量 「50m」/

池構造形式 ７（造 半地 式

池 数 池

池形状寸法 幅】.0mェ長11.1mェ水深「.5m

池 効容量 400m」

Ｈ Ｌ +580.】0m

Ｌ Ｌ +5】8.「0m

付属施設

機能概要 第「工区配水池 送水さ た 水 一 貯留 自

然流 奥池 へ 配水 第 及び 工区配水

系統へ 送水 行う

施
設
概
要

所 在 地

用途地域

完 工

供用開始

施工業者

地 番

敷地面積

 

 

表 3 4 奥池系 第 1 工区配水池施設諸元 

奥池系　第 工区配水池

芦 奥池 「0

芦 奥池 1-1【11

「19m
「

昭和」9  8 。昭和【0 4 簡易水道 統合週

配 水 区 奥池配水区域 第 工区系

配水域標高 +45「.「～+5」1.9m

給 水 量 150m
」
/

送 水 量

池構造形式 ７（造 半地 式

池 数 池

池形状寸法 幅5.0mェ長5.0mェ水深「.【m

池 効容量 1」0m」

Ｈ Ｌ +54】.】0m

Ｌ Ｌ +545.10m

付属施設

機能概要 第 工区配水池 送水さ た 水 一 貯留 自

然流 奥池 へ配水 行う

施工業者

施
設
概
要

完 工

供用開始

所 在 地

地 番

敷地面積

用途地域
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表 3 5 奥山浄水場系 芦屋川 水口施設諸元 
奥山浄水場系 芦屋川 水口

芦 奥山

芦 奥山

m「

昭和1」 成

現 施設 水井 砂池

取水口

構造形式 ７（造 地 式

数

形状寸法 幅1.5mェ高1.5m

Ｈ Ｌ +「04.」0

池 防水 ク ト打放

付属設備 鋼製 ク □-1500mmェ1500mm

水 用電動 ト □-1500mmェ1500mm

余水吐用電動 ト □-1000mmェ1000mm

水渠用手動 ト □-【00mmェ【00mm

水渠排泥用手動 ト □-」00mmェ」00mm

砂

池構造形式 ７（造 地 式

池 数 池

池形状寸法 幅1.【mェ長1「.0mェ水深1.」5～「.8m

池 効容量 80m
」

Ｈ Ｌ +18」.10m

池 防水 ク ト打放

付属設備 鋼製 ク □-1500mmェ1000mm

流入用手動 ト □-500mmェ500mm

流出用手動 ト □-500mmェ500mm

機能概要 芦 川 堰止 表流水 水 水 自然流

砂池 経 奥山浄水場 水

完 工

供用開始

所 在 地

地 番

敷地面積

用途地域

施工業者

施
設
概
要

 
表 3 6 奥山浄水場系 奥山浄水場施設緒元 

奥山浄水場系 奥山浄水場

芦 奥山 】-1,9,10

芦 奥山

「,08【m「

昭和1」 」 創設事業

原 水 芦 川 表流水

処理方式 普通 澱 過

処理能力 8,5」5m」/

処理フ

建築施設 管理棟 兼監視室 ７（造 建 延床面積

送水ポ プ棟 ７（造 建 延床面積 】9.【0m「

施工業者

完 工

供用開始

施
設
概
要

所 在 地

地 番

敷地面積

用途地域

普
通

澱
池

浄
水
池

着
水
井

緩

過
池

送
水

ン

室

芦
屋
川

水
口

高
区
配
水
池

集
合
井

予備

◆ 亜塩素

奥
山
貯
水
池

最
高
区
配
水
池

砂
池

接
合
井

第

中

区

配

水

池

阪
水
芦
屋
川

 

-「1-



表 3 7 奥山浄水場系 最高区配水池施設緒元 

奥山浄水場系 最高区配水池

芦 奥山

芦 奥山1-1

9,089m「

昭和40  」 。第」期 張事業週

配 水 区 奥山配水区域 最高区系

配水域標高 +9【.5～+18」.5m

給 水 量 9】0m
」
/

送 水 量

池構造形式 ７（造 地 式

池 数 池

池形状寸法 幅φ1「.「mェ水深4.0m

池 効容量 450m
」

Ｈ Ｌ +188.00m

Ｌ Ｌ +184.00m

付属施設

機能概要 奥山浄水場 揚水ポ プ 送水さ た 水 一

貯留 自然流 最高区給水区域 配水

地 番

敷地面積

所 在 地

用途地域

完 工

供用開始

施工業者

施

設
概

要

 

 

表 3 8 奥山浄水場系 高区配水池施設緒元 

奥山浄水場系 高区配水池

芦 奥山 」4

芦 奥山 1-「」5

4,050m「

昭和44  】 。第4期 張事業週

配 水 区 奥山配水区域 高区系

配水域標高 +「5.0～+1「5.0m

給 水 量 】,「85m」/

送 水 量 1,「80m」/

池構造形式 ５（造 地 式

池 数 池

池形状寸法 幅φ「「.0mェ水深【.】m

池 効容量 「,500m」

Ｈ Ｌ +14「.10m

Ｌ Ｌ +1」5.40m

付属施設

機能概要 奥山浄水場 揚水ポ プ 送水さ た 水 一

貯留 自然流 高区給水区域 配水

所 在 地

地 番

敷地面積

用途地域

完 工

供用開始

施工業者

施
設
概

要
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表 3 9 麓荘系 朝日ヶ丘ポンプ場施設諸元 

麓荘配水系 朝日ヶ丘 ン 場

芦 剣谷 1」

芦 剣谷 「「

1,」0】m「

昭和45  5

送 水 先 麓荘配水池

送水先標高 +「01.4m

送 水 量 「【5m
」
/

池構造形式 ７（造 地 式

池 数 池

池形状寸法 幅φ mェ水深4.0m

池 効容量 1「0m」

Ｈ Ｌ +11「.00m

Ｌ Ｌ +108.00m

Ｐ室床面積 「】.8m「

Ｐ室構造形式 地 Ｆポ プ室

機能概要 奥山系高区配水池 送水 一 ポ プ井 水

揚水ポ プ 麓荘配水池 送水 行う

施工業者

施
設
概
要

完 工

供用開始

所 在 地

地 番

敷地面積

用途地域

 

 

表 3 10 麓荘配水系 麓荘高工区配池施設諸元 

麓荘配水系 麓荘高区配水池　

芦 麓荘 「5

芦 麓荘 5,5-1

「1,「」8m「

成1【  「 。第】期 張事業週

配 水 区

配水域標高

給 水 量

送 水 量

池構造形式 ８：８製 地 式

池 数 池

池形状寸法 幅【.0mェ長1】.0mェ水深」.0m

池 効容量 【00m」

Ｈ Ｌ +「「8.00m

Ｌ Ｌ +「「5.00m

付属施設

機能概要

地 番

敷地面積

所 在 地

用途地域

完 工

供用開始

施工業者

施
設
概
要
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表 3 11 阪神水道 水系 第 1 中区配水池施設諸元 

阪神水道 水系 第 中区配水池

芦 山手 8

芦 山手 1」4

1,【8【m「

昭和1」 」 昭和45 」

配 水 区 阪神水道配水区域 中区配水系

配水域標高 +9.0～+5「.0m

給 水 量 】,「「0m
」
/

送 水 量

池構造形式 ７（造 地 式

池 数 池 池

幅1「.4mェ長1「.4mェ水深5.0m 池

幅11.0mェ長「5.0mェ水深4.0m 池

1,500m
」

1,000m
」

Ｈ Ｌ +】9.00m +】9.00

Ｌ Ｌ +】4.00m +】5.00

付属施設

機能概要 阪神水道企業団 芦 川 奥山 水 た 水

一 貯留 自然流 中区給水区域 配水

施工業者

施
設
概
要

池形状寸法

池 効容量

完 工

供用開始

所 在 地

地 番

敷地面積

用途地域

 

 

 

表 3 12 阪神水道 水系 第 2 中区配水池施設諸元 

阪神水道 水系 第 中区配水池

芦 岩園 」】

芦 岩園 80-1

901m
「

昭和4】  」 。第4期 張事業週

配 水 区 阪神水道配水区域 中区配水系

配水域標高 +9.0～+5「.0m

給 水 量 8,000m
」
/

送 水 量

池構造形式 ５（造 地 式

池 数 池

池形状寸法 幅φ「0.0mェ水深8.0m

池 効容量 「,500m
」

Ｈ Ｌ +】】.00m

Ｌ Ｌ +【9.00m

付属施設

機能概要 阪神水道企業団 奥山 水 た 水 一 貯

留 自然流 中区給水区域 配水

地 番

敷地面積

所 在 地

用途地域

完 工

供用開始

施工業者

施
設
概
要
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表 3 13 阪神水道 水系 区配水池施設緒元 

阪神水道 水系 区配水池

芦 岩園 「9

芦 岩園 「1【-5･「18-8,9,10

「,4【「m
「

昭和5「  」 。第5期 張事業週

配 水 区 阪神水道配水区域 第 区配水系

配水域標高 +0.【～+4.9m

給 水 量 1「,】【0m
」
/

送 水 量

池構造形式 ５（造 地 式

池 数 池

池形状寸法 幅φ」8.0mェ水深【.「m

池 効容量 】,000m
」

Ｈ Ｌ +5」.【5m

Ｌ Ｌ +4】.45m

付属施設

機能概要 阪神水道企業団 岩園 水 た 水 一 貯

留 自然流 第 区給水区域 配水

完 工

供用開始

所 在 地

地 番

施工業者

施
設
概
要

敷地面積

用途地域
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配水フ チャ ト

 奥谷接合井

 高 川接合井

 越木岩調整

阪

神

水

道

企

業

団

第 中区
配水

中区給水区域

第 中区
配水

阪水芦屋
調整

第 低区給水区域

低区配水 第 低区給水区域

高区
配水

高区給水区域

岩園調整

朝日ケ丘Ｐ
麓荘高区
配水

六麓荘給水区域

落合調整

第 工区
配水

第 工区
中継Ｐ

第 工区
配水

奥池地区給水区域

芦屋川表流水 奥山浄水場 Ｐ
最高区
配水

最高区給水区域

奥山貯水 奥 浄水場 Ｐ
第 工区
配水

第 工区
中継Ｐ

第 工区
配水

-「【-



給水区域図
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 阪神水道企業団 概要 

 

  阪神地域 水道水源 大 河川 慢性的 水不足 悩 さ い た

そ 安定 た給水 確保 た 昭和 阪神水道企業団 設立さ

遠 湖 淀川水系 水源 水道用水供給事業 昭和 給水

開始 た  

  以来 発展 構成 水需要 対処 た 期 わた 張工事 実施

現在 最大 万 千 供給能力 そ 全量 オ 活性炭処理

入 た高度浄水処理水 い  

 阪神水道企業団 構成  

神戸 尼崎 西宮 芦 宝塚 。 成 新規加入週 

施設 概要 

    淀川 水 た水。原水週 浄水場 浄水処理 た後 ポ プ場 経由 芦

構成 へ水道用水 供給 い  

 

 

出典 阪神水道企業団 事業概要 度版  
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高度浄水処理水 

工程 着水井 凝集 殿池 オ 処理 活性炭処理 過池 浄水池 

処理 

容 

淀川 水さ

た原水 最初

到着

 

浄水処

理 始  

薬品 入 水

中 混 い

細 砂や濁

さ 固

 

オ 水

中 び臭や

機物 分解

 

粒状活性炭層

水 通 び

臭や 機物質

除

 

浄水処理 最終

水

中 残 い

細 粒子等

除去 い

水  

浄水処理さ た

水道水 一

貯留 各

へ送 出  

高度 

浄水 

高度浄水 通常 浄水処理 加え オ 強力 酸化力 生物活性炭 吸着機能 活用 た浄水処理 水

中 残 微量 ト ハ メ や び臭や 機物 除去 た 安全 い い水 送
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第   水道業務課 業務 

  





第  水道業務課 業務 

  

 水道 客様セ 概要 

生活 直結 た水道水 民 皆様 窓 成 水道

客様セ 開設 た 水道 客様セ 民間会社 あ オ ア

ネ ㈱ 包括委託 引越 伴う使用開始申込 使用中止 出 検針

料金 修繕等 関 問い合わせ 一括 付 い  

 客様セ 設置 水道事業 窓 一元化 客様 わ や

い窓 ビ 提供 い  

 

 成 28 度委託 容  

。1週 窓 業務 イ ネ ト ＦＡ 電話等 付 含  

。「週 閉栓清算業務 

。」週 工事用臨時水栓開 閉栓業務 間以 解体  

。4週 滞納徴収業務 給水停止業務 含  

。5週 収納業務 

。【週 水道メ 計量業務 

。】週 奥池地区開 閉栓業務 

。8週 そ 関連業務 

 

 

客様セ 開設 経過  

契約期間 業務 容 人 員 

成 14 4 15 ～

成 15 3 31  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

そ 関連業務 

社員 1 名 嘱託 名 

成 15 4 1 ～ 

成 16 3 31  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

そ 関連業務 

社員 1 名 嘱託 名 

成 16 4 1 ～ 

成 17 3 31  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

そ 関連業務 

社員 3 名 嘱託 2 名 

-」1-



成 17 4 1 ～ 

成 18 3 31  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

そ 関連業務 

社員 4 名 嘱託 2 名 

成 18 4 1 ～ 

成 19 3 31  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

そ 関連業 

社員 5 名 嘱託 3 名 

成 19 4 1 ～ 

成 22 3 31  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

そ 関連業務 

社員 6 名 嘱託 2 名 

※ 成 20 4 1  水道施設 災害 伴う応援協定 

水時 節水対策 伴う応援協定 締結 

成 22 4 1 ～ 

成 23 3 31  

長期 委託契約  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

そ 関連業務 

社員 6 名 嘱託 2 名 

成 23 4 1 ～ 

成 24 3 31  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

そ 関連業務 

社員 6 名 嘱託 2 名 

成 24 4 1 ～ 

成 24 9 30  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

そ 関連業務 

社員 6 名 嘱託 2 名 

-」「-



成 24 10 1 ～

成 27 9 30  

プ ポ  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

H24.12～ 

イ ネ ト 付開始  

奥池検針業務 

そ 関連業務 

社員 6 名 嘱託 2 名 

※ 成「4 10 1  要支援世帯 早期把握 伴う協定 締結 

成 「】 4 1 ～ 

成 「8 」 」1  

計量業務 委託開始 追加  社員 」 名 検針員 9 名 

成 27 10 1 ～

成 28 3 31  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

水道メ 計量業務 

そ 関連業務 

社員 9 名 嘱託 2 名 

検針員 9 名 

成 28 4 1 ～

成 28 9 30  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

水道メ 計量業務 

工事用臨時水栓開 閉栓業務 

間以 解体  

そ 関連業務 

社員 9 名 嘱託 2 名 検針員

9 名 

成 28 10 1 ～

成 31 9 30  

プ ポ  

収納業務 

閉栓精算業務 

滞納徴収業務 

窓 業務 

奥池検針業務 

水道メ 計量業務 

工事用臨時水栓開 閉栓業務 

間以 解体  

そ 関連業務 

社員 9 名 嘱託 2 名 検針員

9 名 

 

 

-」」-



戸　数 使用水量 水道料金 戸　数 使用水量 水道料金 戸　数 使用水量 水道料金 戸　数 使用水量 水道料金
戸  円 戸  円 戸  円 戸  円

戸　数 使用水量 水道料金 使用水量 水道料金 戸　数 使用水量 水道料金 戸　数 使用水量 水道料金 戸　数 使用水量 水道料金

戸  円 戸  円 戸  円 戸  円 戸  円

※水道料金 消費税込 金額 す。

※各 時点 統計 す。

使用水量 水道料金

　　

　　

度

成 度

成 度

成 度

口径　 ㎜ 口径　 ㎜

成 度

度
口径　 ㎜ 口径　 ㎜

口径　 ㎜ 合計口径　 ㎜口径　 ㎜ 口径　 ㎜

　　

成 度

成 度

　　

-」4-



分担金収納 開閉栓 付状況

分担金収納

件 件
1」㎜ 「 1」8,「40 」 「0】,」【0

「0㎜ 95 1】,955,000 9「 1】,」88,000

「5㎜ 1」 4,1【9,880 1【 5,1」「,1【0

40㎜ 1 991,440 1 991,440

50㎜ 0 0 1 1,】0【,400

】5㎜ 0 0 0 0

100㎜ 1 9,40【,800 0 0

150㎜ 0 0 0 0

改造 「4】 41,【0】,000 「09 40,54】,5「0

」59 】4,「【8,」【0 」「「 【5,9】「,880
「0 4,9」5,【00 】1 1【,9」0,080

」】9 】9,「0」,9【0 」9」 8「,90「,9【0
注1週消費税込

開閉栓 付状況 。 件週
度

成「4 度
成「5 度
成「【 度
成「】 度
成「8 度

－「8 4
5
【
】
8
9

10
11
1「

－「9 1
「
」 51】558

閉 栓
4,」0」
4,」54
4,050
」,844
4,410

459
41【
」4【
」」8
」】5
」1」
41【
「8】
」09

開 栓
4,515
4,4】8
4,1【5
4,「44
8,9」9

50】
」90
」9」
」5】
」4「
」」9
」」4
」「5
」00
」「9
」55

「90
」44

計

成「】 度

既得件数 金額

合計

径

別

分

担

金

成「8 度

金額既得件数
区分

過 度調定

-」5-
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㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 型 ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ 電子 ㎜ 電子

成 度　集計

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

※　戸数扱い 個別検針 個別徴収を行っ い い集合 宅 量水器

電子式水道
合計

水道メ 替状況

項目

成 度

成 度

直読式水道

Ｈ

成 度　計

項目

戸数扱い小口径 大口径

集合 宅 直読 集合 宅 電子 芦屋浜高層 宅 直読 芦屋浜高層 宅 電子
合計

成 度　計

成 度

成 度

Ｈ

-」9-
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６　水道料金体系 変遷
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第   水道工務課 業務 

  





第  水道工務課 業務 

 

 施設整備計 い  

 老朽管 更新や施設 耐震化 計 的 実施 た 成 度 成 度

間 施設整備計 策定 老朽化 た水道施設 更新や耐震化 組

い  

 阪神 淡路大震災及び東 本大震災 大規模災害 教訓や各種 知見

今後発生 予測さ 海ト フ巨大地震等 地震対策 必要性 配水池や浄水施

設 い 耐震診断や補強工事等 行い 計 的 施設整備 行 い  

 

 

 改良工事 概要 

老朽管 更新 い  

 水道施設 老朽化対策 一 た水道管 更新 行 い 老朽

化 腐食 原因 水道管 漏水 危険 あ  

 そ た 水道部 約 キ メ ト 設さ い 水道管 うち

間約 キ メ ト 目標 更新 組 い  

 

管路 耐震化 い  

 大規模地震 発生 水道管 漏水 各地 断水 発生 被害 予

想さ 地震 発生 漏水 原因 多 水道管 目 手部分 外

損傷 等 起  

 い水道管 更新 管 材質 強靭 接 部 伸縮性 抜出 防止機

能 備えた耐震管 替え 耐震化 図  

 た 大規模 地震 起 た 避難や復 点 場所 共施設 学校

集会所 病院 水道管 優先的 耐震化 災害時 効

果的 水道水 供給 努 い  

 

-5】-



成 度 水管 送水管 配水管 延長

送水管延長

ｍ

配水管延長

ｍ

計 「」8,549 」,1」5 「,1」9 「」9,545

 】5 】「,48】 「】【 】5 】「,【88

V５ 9,184 「5 1「 9,19】

V５ 「,559 「 1 「,5【0

100 】0,【」】 】48 【8【

44,9「【

1「5 」,9】9 」,9】9

】0,【99

V５ 1,1」【 1,1」【

150 4」,8「5 1,」8「 「81

「00 15,」55 95 844 14,【0【

「50 5,」4】 」00 「」【 5,411

」00 」,【8】 」0】 4 」,990

」50 4」5 4」5

400 「,899 「,899

450 「,945 「,945

500 1,1」5 1,1」5

】00 「,9」9 「,9」9

1「5 90 90

径 配 水 管 延 長 数

。mm週 既 設 延 長 新 設 撤 去 現 在 延 長 数

100 5」0 5」0

計 10,「04 10,「04

「00 「00 「00

150 1,】「】 1,】「】

」00 1,041 1,041

「50 】【「 】【「

400 1,95「 1,95「

径 送 水 管 延 長 数

」50 1,051 1,051

。mm週 既 設 延 長 新 設 撤 去 現 在 延 長 数

500 「,851 「,851

-58-



漏水調査

街地 中心 時調査実施

※除外区域 奥池地区 配水管改良事業実施

芦 浜地区 1層ポ チ 管改良事業実施

芦 浜地区 「層ポ チ 管配管

震災復興区 整理事業区域

漏水対応

漏水緊急修繕工事件数

配水管 給水管 合 計

成 「4 度 19 】8 9】

成 「5 度 「0 】【 9【

成 「【 度 15 54 【9

成 「】 度 「「 59 81

成 「8 度 1【 50 【【

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

「4 「5 「【 「】 「8

漏
水
件
数

漏水件数 推移

配水管

給水管

件
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 水質検査 

 

水質検査計 基本方針 

 水質検査計 水源 特性 踏 え 水源 蛇口 水質検査 行う地点

項目 頻 及び方法 そ 必要 事項 定 い 水質検査計 基 水

道水 水質検査 行い  

た水質検査計 毎 前 表 表 た水質検査計 基 水質検

査 行い 水質検査結果 い 等 表 た 皆様 意見

今 計 映 せ 組 込 い  

 

 

 

 

 

 

 

検査地点 

各浄水場 原水 「 地点 び浄水 〒 地点 参考地点 浄水 9 地点 合計 19 地点

検査 い  

 

配水系統 原水 浄水 
参考地点 

浄水  

奥池浄水場系統 

奥池浄水場 

。奥山貯水池) 

奥池第 」工区 奥池第 1工区 

奥池第 「工区 

奥池第 4工区 

奥山浄水場系統 

奥山浄水場 

芦屋川表流水  

落合橋調整池 

奥山浄水場事務所 

条 緑地 

山麓 園 

阪神水道系統 
 

浄水 水 た

翠ヶ丘 園 

条 園 

芦屋 園 

芦屋浜 水処理場 

松 園 

津知 園 

宮川小学校 

宮 園 

潮見集会所 

地点数 「 地点 〒 地点 9 地点 

 

※浄水 参考地点…浄水 補足 配水 水質 確 地点 

 

 

水質検査実施

意見

民

水質検査計画策定

検査結果 評価

＜ 水道部＞

表( 等)

-【0-



検査項目及び水質基準 

水質検査 水質基準 51 項目 検査 法 義務付 い 項目

安全性や利便性 確保 た 基準や目標 設 い  

 

項目
３o

1 般細菌 100集落/m１以
「 大腸菌 検出 い
」 及びそ 合物 0.00」mg/１以
4 水銀及びそ 合物 0.0005mg/１以
5 ン及びそ 合物 0.01mg/１以
【 鉛及びそ 合物 0.01mg/１以
】 素及びそ 合物 0.01mg/１以
〒 価 合物 0.05mg/１以
9 亜硝酸態窒素 0.04mg/１以
10 アン 物イ ン及び塩 アン 0.01mg/１以
11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/１以
1「 ッ素及びそ 合物 0.〒mg/１以
1」 素及びそ 合物 1.0mg/１以
14 四塩 炭素 0.00「mg/１以
15 1,4- サン 0.05mg/１以

1【
-1,「- ン

及び ン -1,「- ン
0.04mg/１以

1】 ン 0.0「mg/１以
1〒 ン 0.01mg/１以
19 ン 0.01mg/１以
「0 ン ン 0.01mg/１以
「1 塩素酸 0.【mg/１以
「「 酢酸 0.0「mg/１以
「」 0.0【mg/１以
「4 酢酸 0.0」mg/１以
「5 ン 0.1mg/１以
「【 臭素酸 0.01mg/１以
「】 総 ン 0.1mg/１以
「〒 酢酸 0.0」mg/１以
「9 ン 0.0」mg/１以
」0 0.09mg/１以
」1 ア 0.0〒mg/１以
」「 亜鉛及びそ 合物 1.0mg/１以
」」 ア 及びそ 合物 0.「mg/１以
」4 鉄及びそ 合物 0.」mg/１以
」5 銅及びそ 合物 1.0mg/１以
」【 及びそ 合物 「00mg/１以 味覚
」】 ン ン及びそ 合物 0.05mg/１以 色
」〒 塩 物イ ン 「00mg/１以
」9 , 等 硬 」00mg/１以
40 蒸発残留物 500mg/１以
41 陰イ ン界面活性剤 0.「mg/１以 発泡
4「 ン 0.00001mg/１以
4」 「- イ 0.00001mg/１以
44 非イ ン界面活性剤 0.0「mg/１以 発泡
45 類 0.005mg/１以 い
4【 機物 全 機炭素。９４（) 量 」mg/１以 味覚
4】 p－値 5.〒以 〒.【以
4〒 味 異常 い
49 臭気 異常 い
50 色 5 以
51 濁 「 以

基礎的
性状

い

色

般 機 学物質

消毒
副生成物

水質項目 区

味覚

重金属

病原生物

基準値

無機物質

-【1-



水質検査結果 成 「〒 水質状況 概況 

浄水 関 水質基準 51 項目 い 成 「〒 水質試験結果 次 以降

示 た  

示 検査地点 測定 た水質 奥山浄水場系統 奥池浄水

場系統 阪神水道系統 」 配水系統別 集計 別及び 間 最大値 均値

示 た  

成 「〒 水道水 水質検査 い 水質基準項目 51 項目 全 い 水

質基準 適合 い た  

-【「-



奥山浄水場系統 浄水 水質検査結果 成 「〒  

 

最大値 基準値 対す 割合 均値 基準値 対す 割合

一般 菌 集落 m 以 % %

大腸菌 検出 い 検出 検出

及びそ 化合物 m 以 < % < %

水銀及びそ 化合物 m 以 < % < %

ン及びそ 化合物 m 以 < % < %

鉛及びそ 化合物 m 以 < % < %

素及びそ 化合物 m 以 < % < %

価 化合物 m 以 < % < %

亜硝酸態窒素 m 以 < % < %

アン化物イ ン及び塩化 アン m 以 < % < %

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 m 以 % %

ッ素及びそ 化合物 m 以 % %

素及びそ 化合物 m 以 % %

四塩化炭素 m 以 < % < %

サン m 以 < % < %

ン及び ン ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン ン m 以 < % < %

塩素酸 m 以 % %

酢酸 m 以 < % < %

m 以 % %

酢酸 m 以 % %

ン m 以 % %

臭素酸 m 以 % %

総 ン m 以 % %

酢酸 m 以 % %

ン m 以 % %

m 以 < % < %

ア m 以 < % < %

亜鉛及びそ 化合物 m 以 < % < %

ア 及びそ 化合物 m 以 % %

鉄及びそ 化合物 m 以 < % < %

銅及びそ 化合物 m 以 < % < %

及びそ 化合物 m 以 % %

ン ン及びそ 化合物 m 以 < % < %

塩化物イ ン m 以 % %

等 硬度 m 以 % %

蒸発残留物 m 以 % %

陰イ ン界面活性剤 m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

イ m 以 < % < %

非イ ン界面活性剤 m 以 < % < %

類 m 以 < % < %

機物 全 機炭素 T C 量 m 以 % %

ｐＨ値 以 以

味 異常 い 異常 し 異常 し

臭気 異常 い 異常 し 異常 し

色度 度以 % %

濁度 度以 < % < %

項目名 水道水質基準
奥山浄水場系統　浄水

-【」-



奥池浄水場系統 浄水 水質検査結果 成 「〒  

 

最大値 基準値 対す 割合 均値 基準値 対す 割合

一般 菌 集落 m 以 % %

大腸菌 検出 い 検出 検出

及びそ 化合物 m 以 < % < %

水銀及びそ 化合物 m 以 < % < %

ン及びそ 化合物 m 以 < % < %

鉛及びそ 化合物 m 以 < % < %

素及びそ 化合物 m 以 < % < %

価 化合物 m 以 < % < %

亜硝酸態窒素 m 以 < % < %

アン化物イ ン及び塩化 アン m 以 < % < %

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 m 以 % %

ッ素及びそ 化合物 m 以 % %

素及びそ 化合物 m 以 < % < %

四塩化炭素 m 以 < % < %

サン m 以 < % < %

ン及び ン ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン ン m 以 < % < %

塩素酸 m 以 % %

酢酸 m 以 < % < %

m 以 % %

酢酸 m 以 % %

ン m 以 < % < %

臭素酸 m 以 < % < %

総 ン m 以 % %

酢酸 m 以 % %

ン m 以 % %

m 以 < % < %

ア m 以 < % < %

亜鉛及びそ 化合物 m 以 < % < %

ア 及びそ 化合物 m 以 % %

鉄及びそ 化合物 m 以 < % < %

銅及びそ 化合物 m 以 < % < %

及びそ 化合物 m 以 % %

ン ン及びそ 化合物 m 以 < % < %

塩化物イ ン m 以 % %

等 硬度 m 以 % %

蒸発残留物 m 以 % %

陰イ ン界面活性剤 m 以 < % < %

ン m 以 % %

イ m 以 % %

非イ ン界面活性剤 m 以 < % < %

類 m 以 < % < %

機物 全 機炭素 T C 量 m 以 % %

ｐＨ値 以 以

味 異常 い 異常 し 異常 し

臭気 異常 い 異常 し 異常 し

色度 度以 < % < %

濁度 度以 < % < %

項目名 水道水質基準
奥池浄水場系統　浄水

-【4-



阪神水道系統 浄水 水質検査結果 成 「〒  

 

最大値 基準値 対す 割合 均値 基準値 対す 割合

一般 菌 集落 m 以 % %

大腸菌 検出 い 検出 検出

及びそ 化合物 m 以 < % < %

水銀及びそ 化合物 m 以 < % < %

ン及びそ 化合物 m 以 < % < %

鉛及びそ 化合物 m 以 < % < %

素及びそ 化合物 m 以 < % < %

価 化合物 m 以 < % < %

亜硝酸態窒素 m 以 < % < %

アン化物イ ン及び塩化 アン m 以 < % < %

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 m 以 % %

ッ素及びそ 化合物 m 以 % %

素及びそ 化合物 m 以 % %

四塩化炭素 m 以 < % < %

サン m 以 < % < %

ン及び ン ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

ン ン m 以 < % < %

塩素酸 m 以 % %

酢酸 m 以 < % < %

m 以 % %

酢酸 m 以 % %

ン m 以 % %

臭素酸 m 以 % %

総 ン m 以 % %

酢酸 m 以 < % < %

ン m 以 % %

m 以 % %

ア m 以 < % < %

亜鉛及びそ 化合物 m 以 < % < %

ア 及びそ 化合物 m 以 % %

鉄及びそ 化合物 m 以 < % < %

銅及びそ 化合物 m 以 < % < %

及びそ 化合物 m 以 % %

ン ン及びそ 化合物 m 以 % %

塩化物イ ン m 以 % %

等 硬度 m 以 % %

蒸発残留物 m 以 % %

陰イ ン界面活性剤 m 以 < % < %

ン m 以 < % < %

イ m 以 < % < %

非イ ン界面活性剤 m 以 < % < %

類 m 以 < % < %

機物 全 機炭素 T C 量 m 以 % %

ｐＨ値 以 以

味 異常 い 異常 し 異常 し

臭気 異常 い 異常 し 異常 し

色度 度以 % %

濁度 度以 % %

項目名 水道水質基準
阪神水道系統　浄水

-【5-



配水量 奥池浄水場 奥山浄水場 阪神水道企業団

水源別 間配水量 ｍ

成「4 成「5 成「【 成「】 成「〒

奥池浄水場 「」0,0〒【 「「〒,「【〒 「0〒,59】 「」1,「」5 「「】,】」【

奥山浄水場 1,1】1,4】】 1,1】】,」【】 1,140,5〒9 1,1」「,」5」 1,095,010

合 計 1,401,5【」 1,405,【」5 1,」49,1〒【 1,」【」,5〒〒 1,」「「,】4【

水 阪神水道企業団 9,】」0,450 9,5【0,4】0 9,「44,「00 9,0【「,」】0 9,「0」,000

11,1」「,01」 10,9【【,105 10,59」,」〒【 10,4「5,95〒 10,5「5,】4【

〒】.4% 〒】.「% 〒】.」% 〒【.9% 〒】.4%

日配水量及び 水量

成「4 成「5 成「【 成「】 成「〒

11,1」「,01」 10,9【【,105 10,59」,」〒【 10,4「5,95〒 10,5「5,】4【

」0,415 」0,044 「9,0「」 「〒,5【4 「〒,】59

」」,494 」4,「】0 」「,】「〒 」1,45【 」1,〒10

「】,」】5 「【,」05 「5,【」0 「5,〒1「 「【,1【〒

10,」「【,【【1 10,「〒4,4〒】 10,140,954 10,10〒,【15 10,114,040

9「.】】 9」.】〒 95.】」 9【.9【 9【.09

水 率

総 配 水 量

自
己
水

区

率 。％)

区

日 均配水量 。ｍ )

日最大配水量 。ｍ )

日最少配水量 。ｍ )

間総配水量  。ｍ )

間総 水量 。ｍ )

1,402 1,406 1,349 1,364 1,323

9,730 9,560 9,244 9,062 9,203

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

成24 度 成25 度 成26 度 成27 度 成28 度

千
立
方
メ
ー
ト
ル

自己水 企業団水

年
間
配
水
量

千
立
方
メ
ー
ト
ル

92.77

93.78

95.73

96.96

96.09

90

92

94

96

98

100

成24 度 成25 度 成26 度 成27 度 成28 度

別 率

-【【-



電力使用量

－「4 －「5 －「【 －「】 －「〒

電力使用量 Ｐて 19】,00【 1〒5,999 1【5,5「1 1】】,】54 1【1,4】【

浄 水 量  「」4,510 「」5,「55 「10,「【「 「」0,【4】 「「】,0「0

電力使用量/浄水量 Ｐて/ 0.〒4 0.】9 0.】9 0.】】 0.】1

電力使用量 Ｐて 」【0,【59 」4」,040 」」5,49】 」49,〒【〒 」5】,01】

浄 水 量  1,「】」,】4「 1,「5〒,「」【 1,「【〒,4〒〒 1,「【】,【「〒 1,「【1,4【」

電力使用量/浄水量 Ｐて/ 0.「〒 0.「】 0.「【 0.「〒 0.「〒

薬品使用量

－「4 －「5 －「【 －「】 －「〒

次亜塩素酸 ｳ Ｐg 【,010 】,「〒0 5,9〒0 【,】90 【,5【0

ﾎﾟ 塩 ｱ ｳ Ｐg 1」,〒〒0 11,950 11,9」0 11,」50 10,】〒0

灰 Ｐg 】00 1,000 500 「50 550

奥山浄水場 次亜塩素酸 ｳ Ｐg 1〒,000 1〒,000 1〒,000 19,9【0 15,9】0

奥池浄水場

奥山浄水場

奥池浄水場

-【】-
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第 編  水道管理課 業務 

  





第5編 水道管理課 業務

経営 推移

億

益 的 支

資 本 的 支

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

24 25 26 27 28

特別損失

営業外費用

営業費用

度

度

費 用収 益

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

24 25 26 27 28

投資金

企業債償還金

機器費

建設改良費

度
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

24 25 26 27 28

投資返還金

工 負担金

国 県 補助金

他会計補助金

固定資産売却代金

出資金

企業債

度

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

24 25 26 27 28

特別利益

営業外収益

営業収益

支 出収 入

-【9-



単 円

成 度 成 度 成 度 成 度 成 度

給水収益

託工事収益

そ 他営業収益

分担金

利息及び配当金

他会計補助金

長期前 金戻入

雑収益

固定資産売却益

過 度損益修正益

そ 他特別利益

原水及び浄水費

水費

配水費

給水費

託工事費

業 費

総係費

減価償却費

資産消耗費

支払利息及び企業債 扱諸費

雑支出

固定資産売却損

過 度損益修正損

そ 他特別損失

△ 

　収益的収入及び支出

項　目

収
益
的
収
入

営業収益

営業外収益

特別利益

合計

収
益
的
支
出

営業費用

営業外費用

特別損失

合計

差引純利益 △ 純損失

-】0-



単 円

成 度 成 度 成 度 成 度 成 度

企業債

出資金

固定資産売却代金

他会計補助金

国 県 補助金

工事 担金

投資返還金

合計

建設改良費

機器費

企業債償還金

投資金

合計

△ △ △ △ △ 

当 度消費税資 的収支調整額

損益 定保留資金

合計

　資 的収入及び支出

項　目

資 的収支 足額

補
填

源

資

的
収
入

資

的
支
出

-】1-



 単 円

成 度 成 度 成 度 成 度 成 度

給水収益

託工事収益

そ 他営業収益

分担金

利息及び配当金

他会計補助金

長期前 金戻入

雑収益

固定資産売却益

過 度損益修正益

そ 他特別利益

原水及び浄水費

水費

配水費

給水費

託工事費

業 費

総係費

減価償却費

資産消耗費

支払利息及び企業債 扱諸費

雑支出

固定資産売却損

過 度損益修正損

そ 他特別損失

△ 

△ △ △ 

△ △ 

※消費税抜 経理

　損　益　計　算　書

項目

収
益

部

営業収益

営業外収益

特別利益

収益合計

収
益
的
支
出

営業費用

営業外費用

特別損失

費用合計

当 度 処分利益剰余金 △ 純損失

当 度純損益 △ 純損失

前 度繰越利益剰余金 △ 純損失

そ 他 処分利益剰余金変動額 △ 純損失

-】「-



　貸　借　対　照　表

形固定資産

流動資産

他会計補助金

国 県 補助金

工事 担金

そ 他資 剰余金

単 円

構築物

建物

土地

債

部

資

部

科　目

投資

建設仮 定

固定資産

そ 他流動資産

貯蔵品

収金

現金預金

工具器具及び備品

車両運搬具

機械及び装置

債 資 合計

利益剰余金

贈資産評価額

資 剰余金

固定 債

建設改良企業債

流動 債

賞 引当金

預 金

災害企業債

剰余金

資 合計

当 度 処分利益剰余金

建設改良企業債

債合計

資 金

職給付引当金

修繕引当金

払金

繰延収益

収益化 計額

△ 

成 度 成 度 成 度

△ 

成 度 成 度

資
産

部

資産合計

長期前 金

貸倒引当金 △ △ △ 

価証券

災害企業債 ^

当 度 処理欠損金 △表示
△ △ 

△ △ △ 

-】」-



　キャッシュ フロ 計算書
単 円

当 度純利益 △ 

減価償却費

引当金 増減額 △ 減少 △ 

長期前 金戻入額 △ △ △ 

利息及び 配当金 △ △ △ 

支払利息及び企業債 扱諸費

固定資産除売却損

そ 他特別利益 △ △ △ 

収金 増減額 △ 増加 △ 

払金 増減額 △ 減少 △ 

預 金 増減額 △ 減少 △ △ 

た 卸資産 増減額 △ 増加 △ △ 

そ 他 増減額

　　　計

利息及び配当金 額

利息 支払額 △ △ △ 

担金収入等

業 活動 キャッシュ フロ

形固定資産 得 支出 △ △ △ 

形固定資産 売却 収入

価証券 得 支出 △ 

価証券 売却 収入

補助金等 収入

国 県 補助金等 収入

一般会計出資金 収入

投資活動 キャッシュ フロ △ △ △ 

企業債 収入

企業債 償還 支出 △ △ △ 

活動 キャッシュ フロ

資金増加額 又 減少額

資金期首残高

資金期 残高

※キャッシュ フロ 計算書 いて 新会計基準 適用 成 度 作成しています。

成 度成 度成 度成 度成 度

-】4-



種　類 発 行 日 発 行 総 額 当 度償 還高 償 還 高 計 償 還 残 高

度債 　　　　　 　円 　　 ％ 　 

　 成 元  大蔵省資金運用部

　 　　 元  営企業金融 庫

　　 　　  大蔵省資金運用部

　　 　　  営企業金融 庫

　　 　　  大蔵省資金運用部

　　 　　  営企業金融 庫

　　 　    大蔵省資金運用部

　　 　    営企業金融 庫

　 　    大蔵省資金運用部

　 　    営企業金融 庫

　 　    大蔵省資金運用部

　 　    営企業金融 庫

　 　    大蔵省資金運用部

　 　    営企業金融 庫

　       大蔵省資金運用部

　       政融資資金

        政融資資金

        政融資資金

        営企業金融 庫

        政融資資金

        営企業金融 庫

        政融資資金

        政融資資金

        政融資資金

        政融資資金

        営企業金融 庫

        地方 営企業等金融機構

        地方 共団体金融機構

　      地方 共団体金融機構

　       地方 共団体金融機構

　       地方 共団体金融機構

　       地方 共団体金融機構

　       地方 共団体金融機構

　       地方 共団体金融機構

　 　　 地方 共団体金融機構

　       地方 共団体金融機構

　       地方 共団体金融機構

　       地方 共団体金融機構

合計

償還残高

円

計

%以上 % 満

%以上 % 満

%以上 % 満

%以上 % 満

借入金利別残高明 表

政府資金 政融資 地方 共団体金融機構 合　　　計
借　入　金　利

償還残高 償還残高

% 満

円 円

 

備 考
償 還利 率
終 期

償 還 高

　　　　　 　円 　　　　　　 円 　　　　　　 円

　企　業　債　明　 　書

-】5-



給水原価

目的別構成 単 円

成 度 成 度 成 度 成 度 成 度

人件費

物件費

水費

減価償却費等

支払利息等

※ 成 度会計制度改正 給水原価 算出方法 経常費用 託工事費 間 収水量

経常費用 長期前 金戻入 託工事費 間 収水量 変更 ています。

部門別構成 単 円

成 度 成 度 成 度 成 度 成 度

原水及び浄水費

水費

配水費

給水費

業 費

総係費

減価償却費

資産減耗費

支払利息

雑支出

※ 成 度会計制度改正 給水原価 算出方法 経常費用 託工事費 間 収水量

経常費用 長期前 金戻入 託工事費 間 収水量 変更 ています。

供給単価 単 円

成 度 成 度 成 度 成 度 成 度

供給単価と給水原価 推移 単 円

成 度 成 度 成 度 成 度 成 度

△ △ △ △ △ 

　給水原価と供給単価

区　分

給水原価

給水原価

供給単価

区　分

区　分

区　分

供給単価

給水原価  供給単価

給水原価

-】【-
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　経　営　分　析

業 分析

分析

※資 費 算出方法 いて 成 度 減価償却費 企業債利息 水費中 資 費相当額 間総 収水量

収 率 ％
間 総 収 水 量

間 総 配 水 量

損 益 定 所 属 職 員 数

営 業 収 益

損 益 定 所 属 職 員 数

間 総 収 水 量

損 益 定 所 属 職 員 数

×

給 水 収 益

施 設 利 用 率

荷 率

円

 

人

 万円

％

％

％

職 員 人 当 た 営 業 収 益

職 員 人 当 た 収 水 量

職 員 人 当 た 給 水 人 口

固 定 資 産 使 用 効 率

最 大 稼 働 率

配 水 管 使 用 効 率  ｍ

職 員 人 当 た 給 水 収 益 円

項　　　　　目 算　出　基　礎

×

×

×

配 水 能 力

日 均 配 水 量

日 最 大 配 水 量

日 均 配 水 量

損 益 定 所 属 職 員 数

現 在 給 水 人 口

形 固 定 資 産

間 総 配 水 量

配 水 能 力

日 最 大 配 水 量

間 総 配 水 量

配 水 管 延 長

債 資

項　　　　　目 算　出　方　法

自 己 資 構 成 比 率 ％
資 金 剰 余 金 繰 延 収 益

×

固 定 債 資 繰 延 収 益

流 動 比 率 ％
流 動 資 産

×

固 定 資 産 対 長 期 資 比 率 ％
固 定 資 産

×

流 動 債

営 業 費 用

総 収 益 対 総 費 用 比 率 ％
総 収 益

×
総 費 用

料 金 収 入

企業債償還額対減価償却費比率 ％
企 業 債 償 還 元 金

減 価 償 却 費 長 期 前 金 戻 入

料 金 収 入

職 員 給 費 ％
職 員 給 費

×
料 金 収 入

企 業 債 元 利 償 還 金 ％
企 業 債 元 利 償 還 金

×

※自己資 構成比率 算出方法 いて 成 度 自己資 金 剰余金 債 資
※固定資産対長期資 比率 算出方法 いて 成 度 固定資産 固定 債 資
※企業債償還額対減価償却額比率 算出方法 いて 成 度 企業債償還元金 減価償却額

×

×

×

×

料 金 収 入

企 業 債 利 息 ％
企 業 債 利 息

企 業 債 償 還 元 金 ％
企 業 債 償 還 元 金

営 業 収 益 対 営 業 費 用 比 率 ％
営 業 収 益
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成 度 成 度 成 度 成 度 成 度

成 度 成 度 成 度 成 度 成 度
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 水道事業 イ イン 

 

水道事業 イ イン  

  水道事業 イ イン  

  国際標準 機構 ＩＳ 水道事業 サ 関 国際規格  

  厚生労働省 策定 た 水道 ン 関連 水道事業 活動結果 定量

基準 尺 成 作成 日本水道協会規格 式

た 水道事業 巻く環境 変 等 成

規格 改 い  

 

水道事業 イ イン 概要 

適用範  

水道事業 適用  

 

業務指標 

水道事業 イ イン業務指標 Ｉ 活用 基本 持 あ 水道 安心

安定 た水道 環境へ 配慮 情報 開 目標 設定 項目 業務指標

設 業務 目標管理 行い そ そ 指標 計算式 結果数値 示

い  

 

持 あ 水道      項目  

    

安心 安定 た水道   項目  

 

   環境へ 配慮 情報 開  項目  
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水道 業 イ イン 業 指標

業 指標名 単 度 度 度 度 計算式

[ 営業収益 営業外収益 営業費用
営業外費用 ]×

[ 積 損金 営業収益 託工 収
益 ]×

損益 定繰入金 収益的収入 ×

総収益 総費用 ×

給水収益 損益 定所属職員数

一日 均配水量 施設能力 ×

給水収益 間総 収水量

[経常費用 託工 費 材料及び
用品売却原価 附帯 業費 長期前
金戻入 ] 間総 収水量

間 収水量 間配水量 ×

一日最大配水量 施設能力 ×

一日 均配水量 一日最大配水量
×

持続あ 水道

職員給 費 給水収益 ×

企業債利息 給水収益 ×

減価償却費 給水収益 ×

建設改良 ため 企業債償還元金
給水収益 ×

企業債残高 給水収益 ×

供給単価 給水原価 ×

％

％

％

％

％

千円 人

負荷率

料金回収率

供給単価

給水原価

収率

総収支比率

経常収支比率

給水収益 対す 建
設改良 ため 企業
債償還元金 割合

％

営業収支比率

給水収益 対す
減価償却費 割合

給水収益 対す
企業債利息 割合

給水収益 対す
職員給 費 割合

職員一人当た
給水収益

％

％

％

給水収益 対す
企業債残高 割合

円  

％

％

％

％

施設利用率

％

[ 営業収益 託工 収益 営業費
用 託工 費 ]×

最大稼働率

繰入金比率
収益的収支分

積 損金比率

円  

％

-〒1-



業 指標名 単 度 度 度 度

安心 安定した水道

計算式

耐震対策 施 た浄水施設能力
全浄水施設能力 ×

耐震対策 施 た配水池 効容量
配水池等 効容量 ×

建設改良 ため 企業債償還元金
当 度減価償却費 ×

営業収益 託工 収益 期首固
定資産 期 固定資産

委託した水道 数 水道
設置数 ×

自動検針した水道 数 水道
― 設置数 ×

更新 た管路延長 管路延長 ×

直結給水件数 給水件数 ×

[ 配水池 効容量× 緊急貯水
槽容量 現在給水人口]×

[ 全浄水施設能力 一日最大浄水量
全浄水施設能力]×

配水池 効容量 一日 均配水量

法定耐用 数を超え い 管路延長
管路延長 ×

更新 た 数 設置数
×

応急給水施設数 現在給水面積 ×

配水池貯留能力 日

浄水施設 耐震化率 ％

法定耐用 数超過管
路率

％

管路 更新率 ％

配水池 耐震化率 ％

更新率 ％

応急給水施設密度 箇所  

直結給水率 ％

流動資産 流動負債 ×

間配水量 形固定資産 ×

間漏水量 間配水量 ×

[ 資 金 余金 評価差額 繰延
収益 負債 資 合計]×

[固定資産 資 金 余金 評価差
額 繰延収益 ]×

給水人口一人当た
貯留飲料水量

人

浄水予備力確保率 ％

固定資産使用効率

検針委託率

自動検針率

漏水率

流動比率

自己資 構成比率

固定比率

企業債償還元金対
減価償却費比率

固定資産回転率

％

％

％

％

％

％

％

回

 万円
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業 指標名 単 度 度 度 度

見学者数 現在給水人口 ×

車載用給水 ン 容量 現在給水
人口 ×

直接飲用回答数 アン 回答数
×

設置数 管路総延長

耐震管延長 管路延長 ×

給水車数 現在給水人口 ×

搬 ン ッ 数 現在
給水人口×

電力使用量 合計 間配水量

消費量 間配水量

サイ た建設 産物量 建設
産物発生量 ×

[ 酸化炭素 C 排出量 間配水

量]×

広報誌 配 部数 給水件数

アン 回答人数 現在給水人口
×

配水量  当た
酸化炭素 C 排出
量

ｇ C  

建設 産物
サイ 率

％

配水量  当た
消費

 

配水量  当た
電力消費量

kW  

水道施設見学者割合 人 人

アン 情報収集
割合

人 人

広報誌 よ 情報
提供度

部 件

設置密度 基 km

直接飲用率 ％

搬 ン
ッ 保 度

個 人

車載用 給水 ン
保 度

 人

給水車保 度 人

管路 耐震管率 ％

環境へ 配慮 情報 開

計算式
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第 編  資 料 

  





第 編 資料 
 災害対策 

災害時 備え 耐震性貯水槽 

  芦屋 災害時 水道管 破裂 た際 必要 飲料水 確保 た

避 所 主要 小学校や 園等 耐震性貯水槽 基設置 い  

  災害時 い 人 日あた ッ 飲料水 必要 芦屋

地域防災計 発災 日 飲料水確保 目標 い

基 耐震性貯水槽 約 万 千人 方 日 飲料水 供給

可能  

  応急給水時 小学校等 防災倉庫 配備 た 手動 ン た ン

ン ン 使 水 汲 給水  

応急給水イメ ジ図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 「1  西芦屋 ッ  

    耐震性貯水槽 【0                  

 

 

 

 

                

  

 

 

 

成15  岩園小学校 耐震性貯水槽100   
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 災害協定 

 

 

 

 

 

 

 

麓荘高区配水池 

(緊急遮断弁設置) 

総合 園 

精道小 

浜風小 

潮見小 

宮川小 

岩園小 

朝日ケ丘小 

山手小 山手中 旧 条小  

※

※ 西芦屋ポケットパ ク み 容量６ ｍ  

そ 他 全て容量 ｍ   

緊急連絡管 神戸市  

緊急連絡管 神戸市  

緊急連絡管 西宮市  

耐震性貯水槽 配置図 
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管路 耐震  

   地震発生時 管路 手 破損や抜 出 い う 老朽管路 更新

時 合わせ 脱防 機能 備えた高性能管材 Ⅹ形 イ 鋳鉄管

使用 耐震 び耐食性 優 た管路 設替え 行 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害協定 

  大規模災害 発生 た場合 水道部局 対応 十 災害対応

い 想定 そ た 水道事業体や民間団体等 協

定 結び 早急 災害体制 築くた 別表 災害等 係 協定 締

結 い  

 

別表 災害関連協定一覧表 

№ 協定  協定締結  協定内容 

1 芦屋市水道工事業協同組合 成 11  
緊急時における応急給水 応急復旧工事 応援協

定 

2 神戸市水道局 成 1【  

山手幹線道路 神戸市東灘区森北町と芦屋市 条

町 市境 緊急時連絡管 設置及び運用に関する

協定 

3 兵庫県企業庁 成 1】  兵庫県水道災害相互応援に関する協定 

4 ㈱ 明製作所 成 19  
災害時における仮管資材 応援要請に関する協

定 

5 西宮市 水道局 成 19  
山手幹線道路(芦屋市翠ケ丘町と西宮市大谷町

市境)緊急時連絡管 設置及び運用に関する協定 

【 神戸市水道局 成 28  

国道 43 号線 神戸市東灘区深 本町と芦屋市

田北町 市境 緊急時連絡管 設置及び運用に関

する協定 
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 防災訓練 

 訓練 概要 

緊急時 応急給水 い 職員 迅 対応 う定期的 訓練 行 い  

○仮設給水栓設置訓練 成  

実施日 成 日 木  

場 所 本庁舎東館 給水車へ 注水  

    潮見水道資材倉庫 給水車 操作訓練 仮管 給水栓 組立  

 容 東館 県道沿い 設置 い 水道水 採水口 給水車へ注水 潮見水道資

材倉庫 仮管及び応急給水栓 組立 給水車 仮管 接 応

急給水訓練 行 た 加え 容器へ 重力式給水 加圧式給水 行い 車

載 操作 訓練 行 た 訓練 本 災害応援協定 結 い 株式

会社 明製作所 芦屋 水道工事業協 組合 合 行 た  

 

○応急給水訓練 成  

実施日 成 日 火 日 木  

場 所 ッ (株)GCC 

    大阪 (株)奥池 ッ  

    芦 イ イ(株)  

 容 潮見水道資材倉庫 消火栓 弁操作及び給水車 操作 習熟訓練及び

給水時 注意点 確 行い ッ 及び大阪 敷地 給水車 重

力給水訓練 芦 イ イ敷地 給水車 加圧給水訓練 行 た  

 

○合 防災訓練 応急給水訓練 成  

実施日 成 日 日  

場 所 潮芦屋 ン イン会場  

 容 広報車 給水車 会場外周道路 広報活動 避 所前 停車 避 民

ン 及び給水袋等 応急給水 行 た  

 

○給水車操作説明会 成  

実施日 成 日 水  

場 所 水道部材料倉庫 潮見  

 容 給水車 扱説明書 基 操作説明 行い 走行練習 行 た  

 

○水道事業防災 ア 基 く応急給水訓練 成  

実施日 成 日  

    成 日 火  
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    成 日 火  

    成 日 水  ※訓練 容 日 様 

場 所 潮見水道資材倉庫 

   芦屋 総合 園 

 容 潮見水道資材倉庫 給水車 操作訓練 給水車運転 た

走行訓練 約 ｋｍ 総合 園 給水車 ンへ 給水活動 行 た  

 

○水道部防災訓練 成  

実施日 成 日 木  

場 所 西芦屋 ッ  

 容 職員 地元自主防災会 合 耐震性貯水槽 操作訓練 民 給

水車 ン 応急給水訓練 防災倉庫 備品等 確 行 た  
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防災訓練 状況 

 神戸 芦屋 間 締結 た 緊急時連絡管 相互 確 緊急時

対応 備え 境 操作訓練 現地 実施 た  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 成 「9 「 「」 日。木)1」 」0～国道 4」 号歩道 境 ) 

 

 

 明製作所 芦屋 間 締結 た 緊急時仮設配管材料 応援協定

基 仮管 配管及び仮設給水栓 組立 確 行い た  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 成 「〒 11 「4日。木)9:」0～11:00 1」:00～15:00水道資材倉庫 ) 
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 災害時 民へ 迅 給水対応 行うた 芦屋 水道部

阪神水道企業団 連携強 実働訓練及び情報交換 実施 た  

 

 

 

 

 

成 「【 1 「9 日 1」:」0～芦屋調整池 高 川横坑  
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 研修実施状況 

 

水道業務課 

 

○㈱ 明製作所工場見学 

実施日 成 日 日 

場 所 ㈱ 明製作所 本社  大阪府和泉 目  

 容 株式会社 明製作所本社工場 い 給水装置材料 製造 性能 品質

管理 い 視察 行 た  

 

○講習会～水道 い ～ 

実施日 成 日  

場 所 本庁舎東館 階大会議室 

 容 愛知時計電機株式会社 量水器 種類 計測方法 性能 維持管理 い

詳細説明 あ た  
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水道工務課 

 

別 

研修参加人数 

設計 作成 

Ａ 研修 

積算

操作研修 

大阪 水道局 

術研修 

県建設 術

ン 研修 

成 「4  」  ― ― ― 

成 「5  」  5  【  ― 

成 「【  「  ― 「  「  

成 「】  ― ― 「  ― 

成 「〒  ― ― ― ― 
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 論文 学会発表状況 

 論文 容 提出  

成 1【  

第 55 回全国水道研究発表会 

京都  

外部補強方式 ン 製矩形配水池 建設 

日本水道協会 

第 】 期拡張事業 麓荘 部区域 水圧不足

解消 た 高区配水池 【00  計

た 建設予定地 地形や 宅地 通 幅員

狭い搬入 課題 ア 本 初

式 ン 配水池 築造 た工法等 報告

行 た  

芦屋 水道部 

成 1】  

第 5【 回全国水道研究発表会 

米子  

管網解析 用いた効率的 管網更新計 検討 

日本水道協会 

部山間地域 置 奥池地区 配水管

い 経 劣 」0 経過 漏水等 問題

生 い 管網解析 ２I０分-３分９ 用い 現

況管網 水理 水質解析及びコ 解析 行い 水

圧 水質管理 危機管理 省 コ 縮減 配

慮 た効率的 管網更新計 検討事例 発表

た  

芦屋 水道部 建設 術研究所 共 発表 

成 19  

第 5〒 回全国水道研究発表会 

釧路  

管網解析 用いた残留塩素濃 改善策 検討 

日本水道協会 

街地 対象 残留塩素濃 計測値 整理 評

価 た 麓荘給水区域 残留塩素

著 い 明 た 当区域 調整池や減

圧弁 用い水圧調整 今回 管網解析

２I０分-３分９ 用いた水理 水質解析 効果

的 改善策 検討結果 発表 た  

芦屋 水道部 建設 術研究所 共 発表 
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芦屋 配水管路更新計 策定  

 

 

 

日本水道協会 

 

 

 

 

成 「0 通水 】0周 迎え 管路 1/4 耐用 数

超えた経 管路 い 方 水需要 伸

び悩 給水 益 見込 い中 限 た予算 中

管路更新事業 計 的 推進 地震災害へ 安全

性 高 い 芦屋 水道施設更

新指針 日本水道協会 参考 本 実情 あわ

せた実施可能 更新計 策定 い 発表 た  

芦屋 水道部 建設 術研究所 共 発表 
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京都  

既設水道 用 ッ 対応 た イ ッ  

日本水道協会 

直結給水方式 拡大 伴う水道 交換作業時

断水 避 た 既設 ッ

イ 配管 設置 施主 経済的負担 軽

減 イ ッ 配管 開発 そ 効果

発表 た  

芦屋 水道部 明製作所 共 開発 

 

-95-





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 「〒  芦屋 水道事業  

 
発 行 日  成 日 

編集 発行  芦屋 水道部 

【59-〒501 

兵庫県芦屋 精道 】番 【号  

電 話  

ＡＸ  


